


















New trials for the application of the video text to improve 
piano performance technique




































































































しながら DVD はプレーヤーが必要であり、最近の PC にはドライブが付いていないもの
が多いことから、どこでも見られるものではない。もっと自由に参照できる環境が欲しい
と考えた。そこで、本学の情報センターの協力を得て、限定公開の形式で YouTube に掲







　撮影は、2018 年３月および 2019 年 3 月の 2 回にわたり本学音楽室１において行われた。
本講義で使用する楽曲の動画を本学でピアノを専門とする教員に演奏してもらい、録画を
筆者が行った。ピアノは KAWAI の EX で、録画は筆者のスマートフォンで行った。
　演奏については、初心者が演奏する初期の楽曲を左手→右手→両手の順に録画し、ゆっ
くりとしたテンポで演奏するようにした。片手ずつの動画は 2018 年に録画された。教材




えておく。なお、動画教材の撮影曲数は 2017 年度テキストが動画なし、2018 年度が 10 曲、
2019 年度が 27 曲で、現在合計 37 曲となっている。
（２）過去の学生のデータの分析
　これまでの筆者が担当した学生のレッスン記録を「カルテ」として保管している。これ
に着目し、毎年前期 12 回目を基準とし、レッスンの進度について調べた。前期の 12 回目
を基準にした背景として、その頃に演奏ノルマの終わる学生が少しずつ出始めることが挙
げられる。このことから、本研究の妥当性を考え、この時期とした。今回は 2017 年度か
ら 2019 年度までの 3 年分を対象とした。これにより、動画教材を使用した場合とそうで
ない場合の進度の差の有無について明らかにしていくこととする。
（３）アンケートの実施
　アンケートの対象は 2 種類である。一つは 2019 年度の表現技術Ⅰ受講者 286 名で、回




ノルマ曲数 43（選択２箇所） 30（選択２箇所） 35（選択２箇所）
映像対応 22（48.9%） 18（56.3%） 25（67.6%）


































表 2　過去３年分の進度状況の比較（演奏曲数：毎年前期 12 回目レッスン現在）
初心者（ノルマ 43 曲） 初級（ノルマ 30 曲） 中級（ノルマ 35 曲）
2017 年度（サンプル 7） 29.7 曲 23.5 曲 32 曲
2018 年度（サンプル 18） 24.9 曲 25.2 曲 31,3 曲
2019 年度（サンプル 13） 33.7 曲 21 曲 26 曲
表 3　問 2（1）「活用していますか。」
初心者 114 名 初級 74 名 中級 51 名
いつも見ている 31（27.2%） 13（17.6%） 6（11.8%）
時々見ている 71（62.3%） 34（45.9%） 31（60.8%）
あまり見ていない 7（6.1%） 10（13.5%） 8（15.7%）




　表 3 にある通り、「いつも見ている」「時々見ている」を合わせると、初心者は 89.5% 













































































































画質 初心者 初級 中級
すべて見えた 77 35 32
だいたい見えた 25 18 10
少し見づらい 5 0 0


























































































































られた。これについて、1 つのページに 37 個の QR コードを一覧形式で羅列している関

























































































名前 演奏レベル 12 週目合格曲 内容






















e 初心者 29/43 曲目
（バイエル 73 番）
練習前にどういう音を使うかを理解するために
1 〜 2 回見る。その後は楽譜とピアノのみで練
習をする。





































































　本学では、携帯電話に対し無線 LAN を開放しておらず、PC のみに開放している。今回
PC を用い学内の無線 LAN エリアの中で見ることにより、これまでのスマートフォンの視
聴で発するパケット通信の使用による通信制限の問題も、解決できるようにする。
（２）動画教材の改良
エ　中央のド（一点ハ）の位置がわかるようにする
　鍵盤に印をつけて再度撮影するか、既存の動画を編集し、一点ハの部分に色を付けるな
どの対策を施す。
オ　撮影角度を吟味する
　斜めからの画像が望ましいという意見があった。しかしながら、斜めだと鍵盤の位置が
見にくくなる。これらの問題から、どのような撮影角度が望ましいかについて学生にリサー
チをする。その上で、より望ましい角度での再撮影を行うことを検討する。
カ　より正確な演奏を録画する
　今回の動画では、リピートや運指など、若干のミスが中級者の学生から指摘された。こ
のことから、当然のことながら演奏ミスに気をつけ、リピートへの配慮を意識した演奏を
録画するようにする。
（３）学生への告知の実施
キ　動画教材があることを周知する
　動画教材を知らない学生がいたことが課題となる。もっとも、現受講生は今回のアンケー
トにより周知されたことから、今後入学する学生に対し、入学ガイダンス時に告知を行っ
175
ていく。
ク　動画を視聴する際の速度設定を見直すよう声がけをする
　普段から YouTube を視聴する習慣のある学生も多く、その多くが早回しによる視聴を
しているという話を聞く。前述の通り、再生速度を変更できる機能があることを告知し、
ピアノの演奏を見る際は標準の速度またはそれ以下の速度で鑑賞するよう、声がけをして
いく。
　今後も、学生ができるだけはやく演奏技術が向上できるように、上記の点を含めた様々
な方法を試していきたいと考える。
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